
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新着図書の紹介          

 タイトル 著者 出版社 

 
女性と図書館 

ジェンダ-視点から見る過去・現在・未来 
青木玲子 他 日外アソシエーツ 

 
嫌われる勇気 

自己啓発の源流「アドラー」の教え 
岸見 一郎 他 ダイヤモンド社 

 完璧じゃなくていい、勇気ある女になろう          レシュマ・サウジャニ 海と月社 

 
三淵嘉子  

先駆者であり続けた女性法曹の物語 
神野 潔 

日本能率協会マネジメ

ントセンター 

 
喜ばれる人になりなさい  

母が残してくれた、たった 1 つの大切なこと 
永松 茂久 すばる舎 

〇 
そのカワイイは誰のため？：ルッキズムをやっ

つけたくてスリランカで起業した話 
前川 裕奈 イカロス出版 

 
未婚と少子化 

この国で子どもを産みにくい理由 
筒井 淳也 PHP 研究所 

 
<共働き・共育て> 世代の本音  

新しいキャリア観が社会を変える 
本道 敦子 他 光文社 

〇：区立図書館になく男女平等推進センターに蔵書 令和 6 年 9 月現在                      （裏面へ続く） 

 

 

 

 

 

 

男女平等推進センター「情報・資料コーナー」には、男女共同参画に関する図書が約３，５００冊あり、

どなたでも自由に利用できます。話題の図書や絵本などもあります。 

深まる秋、ゆっくりと読書を楽しんでみませんか。このたび、２５冊の新着図書を揃えましたので、 

ぜひお気軽にお立ち寄りください。 

※図書の貸出には利用者登録が必要です。詳しくは下記にお問い合わせください。 

 

 

〇：区立図書館になく男女平等推進センターに蔵書 
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    モラハラ夫と食洗機  

                堀井亜生(著) 

                  小学館 

 食洗機購入は夫の「モラハラ度」

        を確認できる意外なバロメーター

        になる！？ 漫画を交え、モラハラ

        離婚の実態、戦い方をわかりやす

        く解説します。 

前が見えない状態でも一歩を踏み

出す勇気を与えてくれる一冊。 

               
   
 
 
 

 タイトル 著者 出版社 

 これからの時代を生き抜くためのジェン

ダー＆セクシュアリティ論入門 
三橋 順子 辰巳出版 

 ケアの倫理 フェミニズムの政治思想 岡野 八代 岩波書店 

 
５０代で一足遅れてフェミニズムを知った私がひと

りで安心して暮らしていくために考えた身近な政治

のこと 

和田 靜香 左右社 

〇 
女性白書 2024：くらしの平和を今こそ-国

際基準のジェンダー平等を求めて  
日本婦人団体連合会（編） 出版芸術社 

 妻に稼がれる夫のジレンマ 

共働き夫婦の性別役割意識をめぐって 
小西 一禎 ちくま書房 

 
モラハラ夫と食洗機  

弁護士が教える 15 の離婚事例と戦い方 

堀井 亜生 (著) 

ゆむい (イラスト) 
小学館 

 未婚じゃなくて、非婚です ホンサムピギョル 左右社 

〇 Q＆A  DV 被害者サポートブック 配偶者暴力（DV)問題研究会(編著) ぎょうせい 

 
当たり前の日常を手に入れるために 

性搾取社会を生きる私たちの闘い 
仁藤 夢乃 (編著) 影書房 

〇 
困難を抱える女性を支える Q&A 

女性支援法をどう活かすか 
戒能 民江 他 (編著） 解放出版社 

 なぜ東大は男だらけなのか 矢口 祐人 集英社 

 男の子をダメな大人にしないために、親の 

ぼくができること 
アーロン・グーヴェイア 平凡社 

 ジェンダー目線の広告観察 小林 美香 現代書館 

 インティマシー・コーディネーター 

正義の味方じゃないけれど 
西山 ももこ 論創社 

 モヤ対談 花田 菜々子 小学館 

 The Young Women's Handbook  

女の子、どう生きる?  
山内 マリコ 光文社 

 化学の授業をはじめます。 ボニー・ガルマス 文藝春秋 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

男の子をダメな大人にしないために、 

親の僕ができること 

           アーロン・グ-ヴェイア（著）

                   平凡社 

         男の子をダメにする「有害な男ら

しさ」って？親にできることは？

典型的アメリカ人である著者が自

らの子育て、そこから気づいた思

い違いをオープンに語る一冊。 

新時代の父親像の、説得力のある

言葉に引き付けられます。   

   

新着本紹介 
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